
 
 

国公私立大学図書館協力委員会平成 29 年度活動報告 
 
Ⅰ 委員会構成及び活動記録等 
 
Ⅰ－１ 委員長館 

平成 28 年 8 月 1 日～平成 29 年 7 月 31 日 筑波大学 
平成 29 年 8 月 1 日～平成 30 年 7 月 31 日 横浜市立大学 

 
Ⅰ－２ 委員館 （＊常任幹事館） 
   国立大学 ＊東京大学、＊筑波大学、京都大学、名古屋大学 
   公立大学 ＊横浜市立大学、＊大阪府立大学、首都大学東京 
   私立大学 ＊慶應義塾大学、＊早稲田大学、東洋大学、名城大学、 

東海大学、大阪工業大学 

 
Ⅰ－３ 会議 
１ 本会議 
  １）第 82 回国公私立大学図書館協力委員会 
    期 日 平成 29 年 7 月 28 日（金） 
    会 場 京都大学附属図書館 
  ２）第 83 回国公私立大学図書館協力委員会 
    期 日 平成 29 年 12 月 8 日（金） 
    会 場 慶應義塾大学三田キャンパス 
２ 常任幹事会関係 
  １）平成 28 年度第 3 回常任幹事会担当者打ち合わせ 

期 日 平成 29 年 6 月 28 日（水） 
会 場 筑波大学東京キャンパス 

  ２）平成 28 年度第 2 回常任幹事会 
    期 日 平成 29 年 7 月 28 日（金） 
    会 場 京都大学附属図書館 
  ３）平成 29 年度第 1 回常任幹事会担当者打ち合わせ 

期 日 平成 29 年 10 月 26 日（木） 
会 場 横浜市立大学金沢八景キャンパス 

  ４）平成 29 年度第 1 回常任幹事会 
    期 日 平成 29 年 12 月 8 日（金） 
    会 場 慶應義塾大学三田キャンパス 

５）平成 29 年度第 2 回常任幹事館担当者打合せ 
    期 日 平成 30 年 2 月 6 日（火） 



 
 

    会 場 慶應義塾大学三田キャンパス 
３ 大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議 
  １）第 14 回大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議 
    日 時 平成 29 年 7 月 11 日（火） 

場 所 国立情報学研究所  
  ２）第 15 回大学図書館と国立情報学研究所との連携・協力推進会議 
    日 時 平成 30 年 2 月 28 日（水） 

場 所 国立情報学研究所  
４ 国立国会図書館関係 

１）平成 29 年度国立国会図書館長と大学図書館長との懇談会 
    期 日 平成 29 年 12 月 8 日（金） 
    会 場 国立国会図書館東京本館 

基調報告 
① 田中久徳氏（国立国会図書館総務部長） 

「国立国会図書館の最近の主な取組」 
② 竹内比呂也氏（千葉大学副学長・附属図書館長） 

「オープン化の時代の学術情報基盤と大学図書館」 
 

Ⅰ－４ 事業 
１ 大学図書館シンポジウム 
    テーマ 大学図書館と学内協働 ～活動の可能性を広げるために～ 
    期 日 平成 29 年 11 月 9 日（木）13:00-17:00 
    会 場 パシフィコ横浜（第 19 回図書館総合展会場） 
    備 考 日本図書館協会大学図書館部会と共催 
２ 図書館総合展フォーラムへの協力 

テーマ 著作権法改正後の教育現場における著作物利用環境を展望する 
    期 日 平成 29 年 11 月 8 日（水） 15:30-17:00 
    会 場 パシフィコ横浜（第 19 回図書館総合展会場） 
    主 催 大学学習資源コンソーシアム 
    協 力 大学図書館著作権検討委員会 
３ 出版 

大学図書館研究 
      No.106（冊子発行終了）、107～108（オープンアクセス） 

 
Ⅱ 主要事項 
Ⅱ―１ GIF プロジェクト収束に向けた動向 

平成 29 年 7 月 28 日開催の第 82 回国公私立大学図書館協力委員会において、平成 29



 
 

年 3 月 31 日に提出された「国際 ILL 検討タスクフォース最終報告」の方向性に沿って

GIF プロジェクトを終了することが確認された。GIF プロジェクト収束に当たっての実

務的な手続きは GIF プロジェクトチームが行い、公式なカウンターパートは国公私立大

学図書館協力委員会委員長が務めることが確認された。なお、GIF プロジェクト参加機

関に対しては、9 月 14 日付で GIF プロジェクト終了の通知を行った。 
GIF プロジェクト収束に向けた対外交渉として、日米 ILL についてはカウンターパー

トである北米日本研究図書館資料調整協議会（NCC）に対し、GIF プロジェクト終了の

通知を行った。NCC からは「システム間リンク終了後も、電子メール等の他の手段によ

り北米からの ILL 受付を行う図書館をリスト化し、NCC の Web サイトで公開したい」

との要望が寄せられ、参加機関に公開可否の確認を行い、NCC の Web サイトに公開し

た。 
日韓 ILL については、カウンターパートである韓国教育学術情報院（KERIS）と、終

了に係る流れについて平成 30 年 1 月に打ち合わせを行った。韓国におけるシステム間リ

ンクを用いた国際 ILL について、2022 年 3 月末を目途に終了することを KERIS と合意

し、平成 30 年 4 月に予定されている韓国内での承認をもって正式な決定となる予定であ

る。また、日韓グローバル ILL の今後の運用について、GIF プロジェクト参加機関に対

して周知を行った。 
GIF プロジェクトチームは平成 30 年 3 月末をもって解散し、平成 30 年 4 月以降の

GIF プロジェクトに関する連絡窓口は、国公私立大学図書館協力委員会委員長館が務め

ることとし、国際 ILL の枠組みを越えた連携などの打診があった場合には、改めて対応

を検討する。 
なお、通知文書等は、国公私大学図書館協力委員会 Web サイト 

（https://julib.jp/docs/gifproject）で公開中である。 
Ⅱ―２ 国公私立大学図書館協力委員会 Web サイトについて 

平成 29 年 4 月 3 日からテスト公開を行った国公私立大学図書館協力委員会 Web サイ

トについて、平成 29 年 12 月 1 日より正式公開を開始した。また、正式公開にあわせて

Web サイト内に「加盟館限定ページ」を設置し、各協（議）会へアクセス方法を通知し

た。 
Ⅱ―３ 「大学図書館研究」のオープンアクセス化について 

「大学図書館研究」は、106 号（平成 29 年 5 月発行）をもって冊子体の刊行を終了し、

平成 29 年 9 月より J-STAGE からオープンアクセス誌として公開を開始した。107 号は

平成 29 年 12 月に発行、バックナンバーについても順次公開作業を進めており、平成 30
年 4 月 16 日時点で 36 号以降を公開している。 

Ⅱ―４ 著作権検討委員会関係 
平成 29 年 10 月 9 日付で「大学図書館における著作権問題 Q&A」を第９版に改訂し

た。 
 


